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アメリカの次期大統領が決まっ

た．「経済政策の一環に教育とエネ

ルギー分野への投資を政府主導で行

う」との政策提言は，我が国の科学

技術や教育政策にも大きな影響をも

たらすであろう．提言のように科学

技術から産業を育成するという構図

は，技術立国に不可欠である．

科学技術と産業との関係を「砂時

計」に当てはめてみよう．科学と産業を砂時計の両極に見立

てる．両極は互いに切っても切れない形で繋がっている．し

かし，両極には技術革新（イノベーション）という“くびれ”

がある．砂時計の砂は，一方から他方へ自然と流れてでて，

上下を逆転させると元へ戻る．しかし，科学と産業の「砂時

計」では同じではない．科学技術の「砂」は多彩な分野で培

われる知識や人材であるから，素直に“くびれ”を通過でき

ない．個々の「砂粒」は大きさも形も異なり，個性もあり，

粒同志に連携や粘着性もある．通過するのに時間が掛るだけ

でなく，“くびれ”が細すぎて通過できないものもあるだろう．

「砂時計」の“くびれ”を太くする適切な施策・政策は，科

学技術と産業を連結するイノベーションを潤滑にする．

顕微鏡は科学や産業のすみずみまで幅広い活躍をしてい

る．電子顕微鏡や走査型プローブ顕微鏡などの開発（ノーベ

ル物理学賞）は，ナノ技術を支え，ナノテクノロジーを開花

させた．現在，新しい顕微鏡への期待と需要は益々高まって

いる．電子だけでなくイオンや分子を入射波とした顕微鏡や，

従来利用されていないテラヘルツ域の電磁波をつかった顕微

鏡など，多彩な“量子ビーム顕微鏡”の開発が進行し，それ

らの社会利用が企画されている．それらの企画は，顕微鏡が

「見えないものを観る」あるいは「より良く観る」という期

待に根付いている．電子顕微鏡という小さな器を覗いてみよ

う．1930 年代初頭に光学顕微鏡の分解能を超えた電子顕微

鏡は，半世紀以上を掛けて収差補正技術を獲得し，ついに

1 Å 分解能の壁を破ることができた．収差補正技術という新

技術は，多くのユーザーに歓迎され，それまで主役だった超

高電圧（1 MV）技術を瞬く間に凌駕してしまった．あたかも，

真空管が半導体デバイスに置き換わり，アナログがデジタル

に置き換わるように．収差補正顕微鏡は，水素原子の原子半

径より小さい電子プローブを作りだすまでに進歩している．

収差補正技術に見られるような技術革新は，電子顕微鏡と外

部とをつなぐ新たな接点を作りつつある．また，量子ビーム

顕微鏡と社会をつなぐ“くびれ”も多様に多彩に作られつつ

ある．

「現代の技術革新は，コンピュータのマウスに象徴されて

いる」という講話は大変印象的であった．PC マウスの利用

数は地球の総人口 70 億にも迫り，誰でもが知っている道具

である．しかし，PC マウスは多くの人・材料・企業を介在

して作られるので，誰一人として使われている材料や作り方

を熟知していない．ビル・ゲイツ氏もスティーブ・ジョブ氏

でも知らない，と話は続く．この講話は，「製作に係わる多

くの人々は全く希薄な関係にあるのに，何故，PC マウスは

完成できるのか」と問いかけている．そして，その答えこそ

が現代科学技術の発展の本質だと説いていた．PC マウスと

いう現代の道具は，“物々交換”によって創られた．物々交

換は人間だけに特有な能力で，ネアンデルタール人の居住跡

には物々交換の痕跡はなく，それ以後のホモサピエンスに

なってから中国の特産品が欧州で発掘されるなど交易を裏付

ける証拠が見つかっている．現代科学や産業は，否応なく，

物々交換の上に作られている．知識や情報も交換される．良

い品物や知識を携えなければ，技術革新の輪
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に入れない．

PC マウスに現在の科学技術をなぞらえた面白い比喩だと思

う．ちなみに，交換の知恵をもたなかった旧人類は，石斧を

つくる匠を自分あるいは部族などのためにだけ使ったそうで

ある．

技術革新の輪のなかでは，同質でないもの，異質なものか

らイノベーションが引き起こされる．これからも，IT，バイ

オ，ナノテク，グリーンエネルギー，医療分野でのイノベー

ションが次々と生まれるであろう．そうしたなかで，顕微鏡

はどのような役割を担っていくのだろうか．「見えないもの

を観る」顕微科学は，それと同質のものが他に無く，したがっ

て，ユニークな貢献をすることが出来る．量子ビーム顕微鏡

の技術革新が進めば，見ようとして観えないもの
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は無くなっ

てしまうだろう．そういう時も来ると思われる．「見えない

ものを観えるように」は顕微科学の期待するところであり，

目標であろう．異質の研究に挑戦し続け，顕微科学の実力を

世に広く示して頂きたいと思う．イノベーションへ向けて科

学技術と産業の「砂時計」が順調に時を刻むことを期待する．

この巻頭言は，E. Ruska 博士が顕微鏡開発した年に合わせ

て，1932 文字で書いた．
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